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●大学で話題になった ｢便所メシ｣ は､ 関係性

の希求なのか放棄なのかはさておき､ 現代の子

どもたちの繊細でアンビバレンスな心性を象徴

しているのかもしれません｡ 知人の中国人中年

男性の話では､ 中国にも ｢一緒に食事する人も

いない､と人に思われるのは恥｣という感覚があ

るそうです｡ 現象からかかわりの糸口を広げる

教育相談の豊かなしかけや工夫を､ 今後も誌面

で追求していきたいと思います｡ ぜひご協力を｡

●学校に支援に入ってくれる人の条件や制約は

多種多様にあるようですが､ 様々な目的を持ち

ながらも､ 学校にいる大人たちが安定した関係

を築いていくことは子どもへの支援の促進要因

になるはずです｡ 教育相談係や特別支援教育コ

ーディネーターなどをキーパーソンにしながら､

その学校に合った子ども支援のあり方を模索す

る時期にきているのではないでしょうか｡���
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年度始めの定番メニュー､ 自己紹介､ 委

員・係決め､ 座席決めなどに､ 気になる

子の居場所をどうつくるかなども含め､

教育相談のエッセンスを活かした取り組

みをご紹介します｡
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個別面談は､ 担任や教育相談係と子ども

との ｢接点｣ を模索する機会でもありま

す｡ 子どもからの自然な発信を促すワー

クシートの具体的モデルをご提案します｡
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